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柳本飛行場見学会
◎お手紙をいただきました
去る４月１７日、旧海軍大和飛行場（柳本飛行場）の現

地見学会が行われました。ウィルスの新型株にさらされてい
る昨今の状況で一般参加を大きく広告するわけにもいか
ず、２０名足らずの参加でした。下の写真は現存する建物。

２〜３日後、私の家に参加者の方から、お手紙をいただ
きました。
私の資料「天理に戦争があった」を読んで下さり、次のよ

うな感想をいただきました。一部、抜粋をさせていただきます。
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「・・・・とくに青島（チンタオ）の地名に驚きました。私の父
が戦争中青島（チンタオ）で教師をしていたと聞いていたか
らです。『海軍には行ったけれど、すぐに戦争は終わった』し
か話は聞けませんでした。・・・・・・・いまだに私の父は一体
何をしていたのだろうと考えてしまいます。教師はしていたよう
です。私が子どもの頃『○○会』という青島（チンタオ）時代
の同窓会があり、当時の校長も出席していたと聞いていま
す。海軍にはいたようで、一枚だけ、水兵の格好をして甲板
で集合写真を撮影したものがありました。・・・・・・・昨夜、い
ただいた資料を読みました。チンタオという懐かしくすら感じら
れる響きの地名が戦争そのものの顔をした地名だったと改め
て思いました。」

◎青島から来た航空隊
お手紙にあった青島で、命令にも等しい形で特攻の希

望が取られ、２５機ものゼロ戦が爆弾をだいて天理からアメ
リカ軍めがけて飛んでいったのです。ゼロ戦は一機も戻らな
かったと言われています。（土佐沖航空戦１９４５年７月９日）
一番先に帰ってきたのは「天山」だった。次は「一式陸

攻」だったという目撃者の言葉から読み取れるのは、特攻を
命じられていない航空機は、８００㎏の航空魚雷を海に放り
出して逃げ帰ってくることが出来た。しかし、特攻を命じられ
たゼロ戦は、機体に縛り付けた２５０㎏爆弾を放り投げること
すら出来ずにアメリカ軍戦闘機の餌食になった・・・・というこ
とです。奈良県天理の地で戦争末期、特攻の悲劇が実
際にあったことを忘れてはなりません。


